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＜仏沼で今年もチュウヒ繁殖＞   

  （No.658 2002年 11 月号 p.39）  

＜オオセッカの故郷の農産物直売＞   

  （No.658 2002年 11 月号 p.39）  

＜オオセッカの繁殖地を一斉調査＞ 

  （No.647 2001年 11 月号 p.40）  

＜青森県仏沼のオオセッカ保護で県などへ協力要請＞ 

  （No.635 2000年 9/10 月号 p.46）  

＜オオセッカ検討会に出席＞ 

  （No.632 2000年 6 月号 p.38-39）  

＜オオセッカの故郷・仏沼干拓地 環境教育牧場構想への対応＞ 

  （No.628 2000年２月号 p.35） 



● ＜活動＞  

仏沼で今年もチュウヒ繁殖 （No.658 2002年 11月号 P.39） 

 

 青森県三沢市の仏沼干拓地は、オオセッカの国内最大の繁殖地です。面積約２５０haで、

１９６４～７１年に水田として干拓されましたが、その後の減反でほとんどがヨシ原とな

りサンカノゴイやチュウヒも生息しています。なかでもチュウヒは、地元会員により継続

観察され、１９７９年６月に繁殖期の初記録がされて以来、１９８２年６月に巣材運び、

１９９７年８月に巣立ち幼鳥、１９９９年７月には２巣計７羽の幼鳥が確認されました。

今年も６月に１巣３羽の幼鳥が確認され、ほかに４つがいの繁殖行動が観察されています。 

 本会では、地元会員と連携してオオセッカやチュウヒが生息できる環境が維持されるよ

うに活動を続けています。 

 

（自然保護室）  

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

オオセッカの故郷の農産物直売 （No.658 2002年 11月号 P.39） 

 

 仏沼干拓地では、地元農家が毎年火入れして管理しているので、良好なヨシ原が維持さ

れています。この地元農家の農産物が直売でお求めいただけます。長いもやにんにく、じ

ゃがいもなどの詰め合わせで、１セット５千円（送料込み）。 

 お申し込みなどは、電話、ハガキ、ＦＡＸで下記のおいらせ農協へ。お申し込み期限は

１１月３０日で、同農協ではまとまった数の注文がありがたいとのことです。 

 

【申し込み・問い合わせ先】  

〒０３３－００２２ 青森県三沢市大字三沢字堀口１６－７ 

おいらせ農協販売課  

電話：０１７６－５４－２２１１ ＦＡＸ：０１７６－５４－４４７０  

 

（自然保護室） 



● ＜活動＞  

 オオセッカの繁殖地を一斉調査  （No.647 2001 年 11月号 P.40） 

 

 オオセッカはスズメほどの大きさのウグイスの仲間で、レッドリストの絶滅危惧ＩＢ類

に選定されている希少な野鳥です。これまで国内の生息数は 1 千羽程度といわれ、このう

ちの約半数が青森県三沢市の仏沼干拓地で繁殖していると推定されていました。また、青

森県の岩木川河口付近と千葉・茨城県境の利根川も繁殖地となっています。 

 

●仏沼干拓地での調査 

 仏沼干拓地では地元三沢市によって環境教育牧場計画が進められており、その一環とし

ての調査が、同市の環境数育牧場推進協議会モニタリング部会によって行われ、同部会の

立教大学上田恵介教授が担当されています。本会は青森県支部とともに上田教授の指揮の

元で、この調査に協力しました。 

 調査は 6 月 23 日と 7 月 22 日の 2 回行われました。6 月の調査では、本会青森県支部と

立教大学上田研究室を中心に本会自然保護センターの小林豊なども加わり、総勢 32 名で仏

沼干拓地とその周辺の休耕田を一斉に調査しました。その結果、428 羽のさえずっているオ

オセッカを確認しました。また、7 月の調査は繁殖期の終盤でしたが、338羽のさえずり個

体を確認しました。 

 

●若木川と利根川の調査 

 若木川と利根川の調査は、本会が上田教授の協力を得て実施しました。 

 岩木川周辺では、7 月 15 日に本会弘前支部が中心となり本会事務局の小林も加わり一斉

調査を行い、その結果、128 羽のさえずり個体を確認しました。また弘前支部は 7 月 18 日

から 30 日にかけて、周辺の湖沼や休耕田などで調査を行い、さらに 28 羽のさえずり個体

を確認しています。 

 利根川では、国立環境研究所の、水田尚志主任研究員にご協力いただき、上田研究室を

中心に本会自然保護センターから古南幸弘が参加して、7 月 5 日に一斉調査を行いました。

確認したさえずり個体は 367羽でした。 

 

●さえずり個体数約 1干羽 

 仏沼と岩木川周辺、利根川のさえずり個体数を合計すると約 1 千羽となります。さえず

っているのはオスなので、仮にオスと同じぐらいにメスがいるとすると、生息数は約 2 千

羽となります。従来いわれていた数の倍ですが、決して多い生息数ではありません。 

 今回の調査結果は、上田教授が分析を進めているところです。この結果を基に、オオセ

ッカ保護をさらに進めていきたいと考えています。  （自然保護センター） 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 



オオセッカの故郷の農産物直売 

 

 オオセッカが生息するヨシ原は、放置すると乾燥化したり樹木が進出したりして生息に

適さなくなります。しかし、三沢市の仏沼干拓地では地元農家が毎年ヨシ原に火人れして

管理しているので、オオセッカの生息に適した環境が維持されています。 

 このオオセッカの故郷の農家が作った農産物が直売でお求めいただけます。三沢特産の

長いもやにんにく、じやがいもなどの時季野菜の詰め合わせ（写真）で、1セット 5,000送

料込みです。お申し込み、お問い合わせは、お電話かハガキ、ＦＡＸで直接下記までお願

いします。お申し込み期限は 11 月 30日までです。 

 

〒033－0022 

青森県三沢市大字三沢字堀口 

16－7 おいらせ農協販売課 

TEL：0176-54-2211 

FAX：0176-54-4470 



● ＜活動＞  

 青森県仏沼のオオセッカ保護で県などへ協力要請  （No.635 2000年 9/10 月号 p46）  

 

 青森県三沢市の仏沼干拓地は、オオセッカの国内最大の繁殖地です。この仏沼干拓地に

は「環境教育牧場」構想があり、その一環として牛の放牧場整備が進められようとしてい

ます（本誌 2000年 2月号 p.35 参照）。農業振興とともに自然環境の保護や教育を進める環

境教育牧場構想は評価できるものですが、牧場計画が具体化する一方で、オオセッカの保

護策は具体化されていません。  そのため、7月 29 日から自然保護センターの小林豊副所

長が現地に赴き、今後の対応策などを青森県支部のメンバーと協議しました。この協議を

受けて、7 月 31 日に青森県支部の津曲隆信副支部長とともに三沢市役所と環境庁東北地区

自然保護事務所を訪問。また、8 月 1 日には対馬昭三支部長とともに県庁を訪問し、オオセ

ッカ保護への協力などを求めました。（自然保護センター） 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

● ＜活動＞  

 オオセッカ検討会に出席 （No.632 2000年 6 月号 p.38-39）  

 

 「オオセッカ生息状況調査検討会」が 3月 29～30 日に秋田県で開催され、本会から研究

センターの金井副所長が検討委員として、自然保護センターの小林副所長がオブザーバー

として出席しました。 

 この検討会は、環境庁が山階鳥類研究所に委託して平成 8 年度より行っているもので、

鳥類や植物などの研究者 5 名で構成されています。これまでオオセッカの生息状況や繁殖

環境などの調査と検討が行われ、今回はオオセッカ繁殖地として指定された秋田県八郎潟

の大潟草原国設鳥獣保護区の管理が検討されました。 

 大潟保護区は環境が変化して、今ではほとんどオオセッカが生息しません。そのため、

実験的に環境管理を行い、繁殖環境の復元を目指そうというもので、これまで鳥獣保護区

では環境管理の事例がほとんどないため、画期的な取り組みとして注目されます。（自然保

護センター） 



● ＜活動＞  

 オオセッカの故郷・仏沼干拓地 環境教育牧場構想への対応  

 （No.628 ２０００年２月号 p.35）  

 

■最大のオオセッカ繁殖地  

 

 青森県・三沢市の仏沼干拓地（地図）は、オオセッカの国内最大の繁殖地です。オオセ

ッカは、全長１３cm ほどのウグイスの仲間（写真ｌ）。種の保存法の国内希少野生動植物

種とレッドリストの絶滅危惧ＩＢ類に指定されている絶滅のおそれのある鳥です。国内生

息数は、１０００羽程度と考えられ、その約半数の繁殖地が仏沼干拓地と推定されていま

す。越冬地は茨城県の霞ケ浦や利根川下流域等で、一部は東海地方の大平洋沿岸にも渡る

ことが知られています。 

 仏沼干拓地は、面積約２５０ｈａ（写真２）。水田として１９６４～７１年にかけて干拓

されましたが、減反政策で稲作は行われず、オオセッカが生息するようになったのです。

現在は、一部が放牧地としで使われています。  

 

■特定の環境に依存する繁殖  

 

 オオセッカは、スゲ類やイグサ類などの背の低い草が茂っていて、その間にヨシがまば

らに生えている環境で繁殖することがわかっています。巣は、地面近くの草の中に作りま

す。ヨシが茂りすぎると下草がなくなるので巣作りができません。また、巣の位置が抵い

ため、巣が水没してしまうこともあります。 

 仏沼干拓地の大半は、ヨシが生い茂っていますが、北側や東側にはヨシがまばらになり、

オオセッカの繁殖に適した環境が広がっています。また、非常に湿潤なため、これまで地

元の土地改良区により継続的にポンプ排水が行われてきました。この排水により、地面近

くに巣を作るオオセッカの繁殖環境が守られたという面もあります。  

 

■保護の取り組み  

 

 減反政策で放置された干拓地に、畜産団地を作ろうという計画が持ち上がりました。そ

こで、８２年から青森県支部が生息調査などの保護活動に取り組みはじめ、現在も地元会

員を中心に活動が続いています。トラスト活動も行われ、地元会員の呼ぴかけで始まった

オオセッカ村では募金でｌｈａを買い取り保護しています。また、９２年には、バードソ

ンの全国募金で、３．５ｈａを買い取ることができました。  

 

■環壊教育牧場構想  



 

 こうした保護活動により、現在計画されているのは「環境教育牧場構想」です。これは、

農業振興とともに自然環境の保護や教育を進めようという三沢市の事業です。農業と自然

保護の両立をはかろうとする市の計画は評価できるものです。また、市議会で三沢市長は、

この計画について「オオセッカをはじめとする貴重な動植物などが生息する自然環境を保

護するとともに」と、オオセッカ保護の姿勢を示しています。しかし、繁殖環境の保全策

は具体的ではなく、繁殖個体数が維持されるかどうか不安が残ります。 

 また、この計画のために三沢市は、本会に所有地の譲渡を求めています。しかし、全国

からいただいた募金で買い取った土地を簡単に手放すわけにはいきません。オオセッカの

保護策がどのようになるのかを見据えながら、所有地については無償貸与など譲渡以外の

方法での協力を検討していきたいと考えています。 

 最近では、９９年１２月に農林水産大臣と環境庁長官に対して本会から要望書を提出し

ました（※）。これは、前述の排水ポンプが老朽化しており、いつ壊れてもおかしくない状

況のため、対応を国に要望したものです。オオセッカの繁殖環境保護の要望ですが、放牧

など地元農業の役にたつことも期待しています。 

（自然保護センター）  

 

 仏沼干拓地の最近の動きは、八戸野鳥の会のホームページでも紹介されています。 

 http://homepage1.nifty.com/tetuzou/h-bird/  
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